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改めて「病院機能評価」を考える（特集）

岩崎柴他

看護．2003;55(3):35-58．

日本医療機能評価機構の新評価体系による病

院機能評価を中心に、看護管理の立場から、第

三者評価を受けることの意義を考えている。

外来における公的医療文書の作成（特集）

三遥武幸他

JOHNS、2003；19(2):133-240．

特集として、病院に関連するさまざまな医療

文書の作成手順を解説。

図書館

‘患者図書室でのレファレンスー県立がんセン

ター新潟病院「からだのとしょかん」の場合

有田由美子

ほすぴたるらいぶらりあん．2002;27(4):345-8．

医学図書室から患者さんに情報を提供する場

合、どのような点に注意したらよいかを事例を

紹介しながら解説。末尾に利用者に手渡すガイ

ドライン「医療関連書を利用する際のご注意」

が掲載されている。

そのほかにも同特集「レファレンスーさまざ

まな館種から」の中で、病院図書室、大学図書

館､公共図書館など､さまざまな館種でのレファ

レンスの事例を報告。また神奈川レファレンス

探検隊、学術学習塾等、図書館員の自主的な勉

強会を紹介している。

病院図書室研究会第５回現況調査報告書平

成1３（2001）年度

病院図書室研究会

ほすぴたるらいぶらりあん．２００２；２７(4):353-66.
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病院図:iIl:館２００３；２３(2)：81-82
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平成１４年７月に実施した病図研会貝１１１機関

の年次統計調査の集計結果報告。

蔵書点検・除籍について

松佃明子

ほすぴたるらいぶらりあん．2002;27(4):398-9．

Ｑ＆Ａ形式の「ほすぴ質問箱」として、図書

の蔵書点検について説明。

著作権

著作権をめぐる話題

及川はるみ

ほすぴたるらいぶらりあん．2002;27(4):400-1．

「NEWS」として著作権関連の堆近の話題が

まとめられている。病院図書館員にとっても必

須の知識であろう。

図響館サービスと著作権の今日的課題

黒津節男

現代の図書館．2003;40(4):207-14．

コイン式複写機など、著作権31条についての

解釈と実態との飛離を明快に示し、法的なレベ

ルでの解決方法を提案。

著作権の権利制限の見直しをめぐる状況

酒川玲子

図書館雑誌．2003;97(1):48-51．

複写物のＦＡＸ送信や図書資料貸出における

補償金など、著作権の権利制限の拡大・縮小に

関する権利者側と図審館側との、協議の経緯や

問題点を挙げている。

｢公貸権」に関する考察

南亮一

現代の間諜館．2003;40(4):215-31．

近年、ベストセラー複本雌入など、出版業界
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から公立図書館の貸出に対して非難の声が上が

る中、「公貸権」という言葉を耳にするように

なったが、諸外国の制度を紹介し、わかりやす

く解説している。

インターネット

Web上の医療情報収集・整理の経験

|鳴崎ひとみ

医学図書館．2002;49(4):349-52．

Ｗｅｂ上にあふれる情報をいかに収集・選

択・整理し利用者に提供していくか、日本歯科

大学歯学部図書館ＨＰの事例から紹介。

Ｗｅｂアプリケーションを背最としたＷｅｂ利用

(特集）

上林弥彦他

情報の科学と技術．2003;53(4):189-215．

特集として、Ｗｅｂ情報とその利用について、

技術面や今後の動向を含め、現状と今日的な話

題を紹介。

その他

情報の分析・解析法（特集）

後藤俊夫他

－８２－

情報の科学と技術．2003;53(1):3-41．

特集として、情報を収集し分析・解析する手

法と活用事例を解説。

電子政府と電子情報（特集）

根本彰他

情報の科学と技術．2003;53(2):59-103．

特集として、日本の電子政府の現状と今後の

可能性について述べている。

人材育成（特集）

高山正也他

情報の科学と技術．2003;53(3):121-51．

ヒト、カネ、モノと概略３分されるリソース

のうち「ヒト＝人材育成」を取り上げ、司書等、

専門職の人材育成を中心に、さまざまな角度か

ら論じている。

口文献の入手は､所蔵館へお申し込みください。

■「情報の科学と技術」は協議会で購読してい

ます。

■興味ある文献を分かちあいましよう。参考に

なる文献がございましたら、会誌編集部まで

お知らせください。


	名称未設定

